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地元主催夕食会 メニュー表 

 

資料編
地元主催夕食会 メインテーブル工芸品

作者・団体名 品名
富山県総合デザインセンター 越中富山　技のこわけ
有限会社四津川製作所 KISENシリーズ

前菜用 オリジナルガラスプレート（4種）

富山市所蔵 リメルトブルーガラス
Taizo Glass Studio 株式会社 安田泰三氏 レース文様 花入れ
“小路口屋”硝子工房 小路口力恵氏 ふくらシリーズ他
株式会社能作 KAGOシリーズ他

ひみ里山杉 オリジナル箸
ひみ里山杉 ストロー

工芸品等

富山ガラス工房

岸田木材 株式会社
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資料編
代表団へのお土産・記念品

※記念品は各県でそれぞれ手配し、各国・機関の代表・代表団にお渡ししました。

名称 代表 代表団 備考
桂樹舎 八尾和紙手提袋 ※各国・各団体をイメージして特注 ●

布製コングレスバッグ ●

シマタニ昇竜工房 すずがみネームプレート（手提袋用名札） ●

北陸芯板 オリジナル記念品ボックス ● *1をボックスに入れて贈呈

富山ガラス工房 富山アイコニック 一輪挿し　*1 ●

山口久乗 優凛 りんごりん　*1 ●

漆器くにもと 螺鈿SDGｓバッジ　*1 ● ●

ナガエ TOYAMA rest　*1 ●

桂樹舎 八尾和紙書類ケース ●

開催記念ピンバッジ ● ●

開催記念ノベルティ（缶バッジ・コースター・ステッカー） ● ●

●

●

AMAZING TOYAMA てぬぐい ● ●

AMAZING TOYAMA クリアファイル こどもサミット等で配布

富山市オリジナル扇子 ● ●

富山県
委員会

富山市

イタリア カナダ

ドイツ英国米国フランス

ＥＵ ＯＥＣＤ UNESCO

資料編
サミット給食（県立特別支援学校）

期間： 月から 月まで
※写真は一例
※県立特別支援学校ではそれぞれ独自の
メニューを考案し、学校ごとに内容
は異なります

英国＞

米国＞ カナダ＞

ドイツ＞

フランス＞ 日本（富山県）＞

イタリア＞

・牛乳・コッペパン・フィッシュ＆チップス
・スコッチブロス・紅茶のムース

・牛乳・ハンバーガー・ビーンズサラダ
・クラムチャウダー

・シーフードトマトパスタ・ポークピカタ
・ズッキーニとパプリカのソテー・オレンジ

・牛乳・食パン・チーズ・ソーセージ
・ジャーマンポテト・キャベツスープ・バームクーヘン

・バターロール・白身魚のプロヴァンス風
・キャベツのエチュベ・ポトフ・豆乳ブラマンジェ

・牛乳・ごはん・とろろ昆布・しろえびのかき揚げ
・こまつなのおひたし・ねぎとしいたけのたまごとじ

・牛乳・食パン・メープルジャム・サーモン香草焼き
・ポテトサラダ・チーズトマトスープ
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資料編
サミット給食（富山市内 小・中学校・幼稚園）

資料編

※掲載している紙面は、中学生に配布したものです

小・中学生向け広報「G7NEWS 開催準備号（４月発行）」 ※県内の小学４年生から中学３年生に配布

期間： 月 日（月）から
月 日（金）まで

富山市内を ブロックに分けて、
市内の市立小・中学校、幼稚園で実施
※ブロックごとに実施日は異なります

英国＞

米国＞ カナダ＞

ドイツ＞

フランス＞ 日本（富山県）＞

イタリア＞

・食パン・牛乳・オムレツ・海藻サラダ
・マルガトーニ（英国風カレースープ）・紅茶ムース

・ごはん・オレンジジュース・アメリカンビーフソテー
・そえ野菜・白いんげん豆のトマト煮

・フォカッチャ（平焼きパン）・牛乳
・ホキのイタリアレモンソースかけ
・グリーンアスパラのコントルノ（付け合わせ）
・ラグー・アッラ・ボロネーゼ（ひき肉とトマトのスパゲッティ）

・ライ麦パン・牛乳・フリカデレ（ドイツ風一口ハンバーグ）
・ザワークラウト（キャベツの漬物）・アイントプフ（具だくさんスープ）

・ごはん・牛乳・チーズクロケット（チーズ入り一口コロッケ）
・ジュリエンヌサラダ（せん切り野菜のサラダ）
・ブイヤベース（魚介の寄せ鍋スープ）・ブラマンジェ

・富富富の五目ごはん・牛乳・白えびのかき揚げ
・とろろ昆布和え・大門そうめん汁

・食パン・牛乳・サーモンフライ・ブロッコリーサラダ
・クリームチャウダー・メープルジャム

※�日本（富山県）メニューは、5月12日に行われた芝園小学校
エクスカーションで、G7各国代表団に提供されました。
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資料編
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資料編
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資料編

※掲載している紙面は、中学生に配布したものです

小・中学生向け広報「G7NEWS 開催準備号（４月発行）」 ※県内の小学４年生から中学３年生に配布

資料編

※掲載している紙面は、中学生に配布したものです

小・中学生向け広報「G7NEWS 開催報告号（６月発行）」 ※県内の小学４年生から中学３年生に配布
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資料編
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資料編
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資料編
Ｇ７富山・金沢教育大臣会合ロゴマーク レギュレーション（一部）
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資料編
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資料編
メモリアル事業 展示パネル

資料編
メモリアル事業 展示パネル
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資料編
運営体制

＜富山県 Ｇ７教育大臣会合推進チーム＞
万全の準備と円滑な会合運営を目的に、県庁内関係課長等で構成するチーム。
統 括：経営管理部長 副 統 括：経営管理部次長、教育次長
メンバー：ウェルビーイング推進課長、広報課長、観光戦略課長、国際観光課長、交通戦略企画課長、

行政経営室課長（G7教育大臣会合担当）、秘書課長、企画調整課長、学術振興課長、国際課長、農林水産企画課長、
市場戦略推進課長、教育企画課長、県立学校課長、小中学校課長、警備課長、交通規制課長

＜富山県 行政経営室Ｇ７教育大臣会合推進班＞
開催準備の実務を担う行政組織。

＜富山市 Ｇ７富山・金沢教育大臣会合庁内推進会議＞
会合の円滑な実施のため、市長等で構成する会議。
本部長：市長 副本部長：副市長 推進部長：政策監、教育長、上下水道事業管理者
本部員：企画管理部長、財務部長、防災危機管理部長、福祉保健部長、こども家庭部長、市民生活部長、環境部長、商工労働部長、

農林水産部長、活力都市創造部長、建設部長、病院事業局管理部長、上下水道局長、議会事務局長、教育委員会事務局長、
消防局長

＜富山市 Ｇ７富山・金沢教育大臣会合推進チーム＞

＜会合当日のスタッフ体制（延人数）＞ ※県：県職員 市：市職員 学：学生ボランティア

職名 主な役割
経営管理部参事（G7教育大臣会合担当） 全体総括
行政経営室課長（G7教育大臣会合担当） 班の総括
副主幹（教育委員会より配属） 教育関連事業、富山県委員会
副主幹 広報・PR事業、エクスカーション、報道対応
主任（教育委員会より配属） 予算・決算、夕食会、チアアップ事業
主任（警察本部より配属） 警備、危機管理、救急対策、施設環境整備
主任（富山市より派遣） サイン関係、記念品、歓迎行事
主事 サイン関係、広報・PR事業、記念品
主任（文部科学省へ派遣） 文部科学省の諸業務、県との連絡調整

兼務

専任

国際観光課長、交通戦略企画課長、企画調整課長、
成長戦略室主幹、行政経営室主幹、学術振興課主幹、
観光振興室主幹、教育企画課主幹、教育企画課主幹、
広報課課長補佐、行政経営室副主幹、
国際課課長補佐、首都圏本部本部長補佐、
教育企画課主任研究主事、県立学校課主任指導主事

教育関連事業の企画・調整、ウェルビーイング関連事業の調整、
エクスカーション、大使館・海外メディアとの連絡調整、
報道機関対応、プレスセンター、交通機関との調整、
その他G7教育大臣会合の企画・広報等

職名 主な役割
企画管理部次長 全体総括
企画調整課長 チームの総括、報道対応
主幹 エクスカーション、富山県委員会
主幹（教育委員会より配属） 教育関連事業、歓迎行事
主任 予算・決算、記念品、歓迎行事

専任 主任（文部科学省へ派遣） 文部科学省の諸業務、市との連絡調整

兼務

県庁連絡室 8名 県6,市2,学- 県庁連絡室 8名 県6,市2,学- 県庁連絡室 2名 県 2,市-,学-
会合開催支援 3名 県2,市１,学- 会合開催支援 3名 県2,市１,学- 富山駅見送り 18名 県15,市3,学-
総合案内所運営 9名 県4, 市-,学5 総合案内所運営 8名 県4, 市-,学4
大臣等ｴｸｽｶｰｼｮﾝ 9名 県4,市2,学3 同伴者ｴｸｽｶｰｼｮﾝ 4名 県3, 市-,学1
随行者昼食対応 7名 県2,市2,学3 こども意見交換 8名 県3,市5,学-
花火打ち上げ 14名 県6,市8,学- 富山城視察 19名 県2,市17,学-

夕食会 45名 県33,市11,学1
小計 延50名 県24,市15,学11 小計 延95名 県53,市36,学6 小計 延20名 県17,市3,学-

合計　延165名（県94,市54,学17）

5月12日（金） 5月14日（日）5月13日（土）

資料編
Ｇ７富山・金沢教育大臣会合 開催のあゆみ

内容
2022年 9月16日 Ｇ７教育大臣会合の富山県、石川県による共催が閣議決定

9月27日 富山県、「Ｇ７教育大臣会合推進チーム」設置
9月27日及び10月1日 富山県、経営管理部行政経営室に「Ｇ７教育大臣会合推進班」を設置（専任7名、兼務16名）
10月1日 富山市、「富山市Ｇ７教育大臣会合推進チーム」設置
10月6日 富山県・石川県、両県知事が文部科学省及び外務省を訪問

富山県、文部科学省へ職員1名を派遣
富山市、文部科学省へ職員1名を派遣

10月20日 富山県、「Ｇ７教育大臣会合推進班」に専任職員１名を増員（※富山市より派遣　専任8名体制）
文部科学省、教育大臣会合の名称及び開催日程を発表
富山県、Ｇ７教育大臣会合特設サイトを県ホームページ内に開設

10月27日 石川県・富山県知事懇談会（両県知事及び両市長が大臣会合について意見交換）
11月7日 富山県警察本部、「Ｇ７広島サミット等警備対策室」を設置（32名体制）
11月11日 文部科学省、「Ｇ７富山・金沢教育大臣会合準備室」を設置（26名体制、うち常駐9名）
11月28日 在京大使館等職員向け事前説明会（オンライン）
11月29日 富山市、第１回Ｇ７富山・金沢教育大臣会合庁内推進会議
12月1日 Ｇ７教育大臣会合富山県委員会 設立総会、協賛金の募集開始（県ホームページに掲載）
12月28日 永岡桂子文部科学大臣　来県・視察（石川県には12月27日）

内容
2023年 2月1日 県庁・市役所・県警本部にカウントダウンボード設置（100日前）

2月4日 富山県・富山市、こどもサミット事前学習会
2月8日～9日 文部科学省（および委託業者）、現地視察（石川県は8日）

知事・市長合同記者会見にて公式ロゴマーク・富山県版ポスターを発表（石川県も同日）
富山県Ｇ７教育大臣会合チアアップ事業を発表

2月20日 第１回「食の魅力発信」検討会議
在京大使館等職員による現地視察（石川県は21～22日）
（Ｇ７ 富山・金沢教育大臣会合に参加予定の各国大使館等職員12 名が参加）

2月24日 学生ボランティア（通訳補助・案内）募集開始
3月16日 Ｇ７教育大臣会合富山県委員会　第２回総会
3月19日 富山県・富山市・石川県・金沢市、富山・金沢こどもサミット（公式サイドイベント）
3月28日 Ｇ７教育大臣会合危機管理関係機関連絡会議
3月30日 第２回「食の魅力発信」検討会議
3月31日 Ｇ７ラッピング路面電車お披露目会
4月1日 Ｇ７ラッピング路面電車運行開始
4月3日 富山市、第２回Ｇ７富山・金沢教育大臣会合庁内推進会議
4月6日 富山県・立山町緊急事態対処訓練
4月7日 富山県、危機管理連絡会議
4月10日 バナーフラッグ掲出開始
4月12日 第３回「食の魅力発信」検討会議（試食含む）
4月17日 富山県、Ｇ７教育大臣会合対策会議
4月20日 在京海外メディアプレスツアー（石川県内は4月21日）
4月23日 学生ボランティア（通訳補助・案内）研修会
4月25日 富山県・富山市Ｇ７教育大臣会合従事スタッフ合同説明会
4月26日 文部科学省、富山県・富山市記者会 取材メディア説明会
4月27日 文部科学省（警備・輸送） 現地視察
5月10日 富山県・富山市職員による庁舎周辺地区の一斉清掃美化活動
5月11日 富山駅南北自由通路に花卉による歓迎装飾（花のおもてなし）設置
5月11日～14日 富山空港・富山駅・国際会議場にインフォメーションブース（総合案内所）設置
5月12日～15日 Ｇ７富山・金沢教育大臣会合（富山県内12日～13日、石川県内14日～15日）
5月19日～21日 Ｇ７広島サミット（広島県広島市）
6月3日 富山県、Ｇ７教育大臣会合特別番組をテレビ放映。県公式ホームページにて記録動画公開

Ｇ７富山・金沢教育大臣会合パネル展
（ファボーレ3日～4日、富山市ガラス美術館6日～25日、高志の国文学館7日～18日）

6月27日 Ｇ７教育大臣会合富山県委員会　第３回総会

6月3日～25日

日付

日付

10月11日

10月25日

2月21日

2月14日

100 101



資料編
運営体制

＜富山県 Ｇ７教育大臣会合推進チーム＞
万全の準備と円滑な会合運営を目的に、県庁内関係課長等で構成するチーム。
統 括：経営管理部長 副 統 括：経営管理部次長、教育次長
メンバー：ウェルビーイング推進課長、広報課長、観光戦略課長、国際観光課長、交通戦略企画課長、

行政経営室課長（G7教育大臣会合担当）、秘書課長、企画調整課長、学術振興課長、国際課長、農林水産企画課長、
市場戦略推進課長、教育企画課長、県立学校課長、小中学校課長、警備課長、交通規制課長

＜富山県 行政経営室Ｇ７教育大臣会合推進班＞
開催準備の実務を担う行政組織。

＜富山市 Ｇ７富山・金沢教育大臣会合庁内推進会議＞
会合の円滑な実施のため、市長等で構成する会議。
本部長：市長 副本部長：副市長 推進部長：政策監、教育長、上下水道事業管理者
本部員：企画管理部長、財務部長、防災危機管理部長、福祉保健部長、こども家庭部長、市民生活部長、環境部長、商工労働部長、

農林水産部長、活力都市創造部長、建設部長、病院事業局管理部長、上下水道局長、議会事務局長、教育委員会事務局長、
消防局長

＜富山市 Ｇ７富山・金沢教育大臣会合推進チーム＞

＜会合当日のスタッフ体制（延人数）＞ ※県：県職員 市：市職員 学：学生ボランティア

職名 主な役割
経営管理部参事（G7教育大臣会合担当） 全体総括
行政経営室課長（G7教育大臣会合担当） 班の総括
副主幹（教育委員会より配属） 教育関連事業、富山県委員会
副主幹 広報・PR事業、エクスカーション、報道対応
主任（教育委員会より配属） 予算・決算、夕食会、チアアップ事業
主任（警察本部より配属） 警備、危機管理、救急対策、施設環境整備
主任（富山市より派遣） サイン関係、記念品、歓迎行事
主事 サイン関係、広報・PR事業、記念品
主任（文部科学省へ派遣） 文部科学省の諸業務、県との連絡調整

兼務

専任

国際観光課長、交通戦略企画課長、企画調整課長、
成長戦略室主幹、行政経営室主幹、学術振興課主幹、
観光振興室主幹、教育企画課主幹、教育企画課主幹、
広報課課長補佐、行政経営室副主幹、
国際課課長補佐、首都圏本部本部長補佐、
教育企画課主任研究主事、県立学校課主任指導主事

教育関連事業の企画・調整、ウェルビーイング関連事業の調整、
エクスカーション、大使館・海外メディアとの連絡調整、
報道機関対応、プレスセンター、交通機関との調整、
その他G7教育大臣会合の企画・広報等

職名 主な役割
企画管理部次長 全体総括
企画調整課長 チームの総括、報道対応
主幹 エクスカーション、富山県委員会
主幹（教育委員会より配属） 教育関連事業、歓迎行事
主任 予算・決算、記念品、歓迎行事

専任 主任（文部科学省へ派遣） 文部科学省の諸業務、市との連絡調整

兼務

県庁連絡室 8名 県6,市2,学- 県庁連絡室 8名 県6,市2,学- 県庁連絡室 2名 県 2,市-,学-
会合開催支援 3名 県2,市１,学- 会合開催支援 3名 県2,市１,学- 富山駅見送り 18名 県15,市3,学-
総合案内所運営 9名 県4, 市-,学5 総合案内所運営 8名 県4, 市-,学4
大臣等ｴｸｽｶｰｼｮﾝ 9名 県4,市2,学3 同伴者ｴｸｽｶｰｼｮﾝ 4名 県3, 市-,学1
随行者昼食対応 7名 県2,市2,学3 こども意見交換 8名 県3,市5,学-
花火打ち上げ 14名 県6,市8,学- 富山城視察 19名 県2,市17,学-

夕食会 45名 県33,市11,学1
小計 延50名 県24,市15,学11 小計 延95名 県53,市36,学6 小計 延20名 県17,市3,学-

合計　延165名（県94,市54,学17）

5月12日（金） 5月14日（日）5月13日（土）

資料編
Ｇ７富山・金沢教育大臣会合 開催のあゆみ

内容
2022年 9月16日 Ｇ７教育大臣会合の富山県、石川県による共催が閣議決定

9月27日 富山県、「Ｇ７教育大臣会合推進チーム」設置
9月27日及び10月1日 富山県、経営管理部行政経営室に「Ｇ７教育大臣会合推進班」を設置（専任7名、兼務16名）
10月1日 富山市、「富山市Ｇ７教育大臣会合推進チーム」設置
10月6日 富山県・石川県、両県知事が文部科学省及び外務省を訪問

富山県、文部科学省へ職員1名を派遣
富山市、文部科学省へ職員1名を派遣

10月20日 富山県、「Ｇ７教育大臣会合推進班」に専任職員１名を増員（※富山市より派遣　専任8名体制）
文部科学省、教育大臣会合の名称及び開催日程を発表
富山県、Ｇ７教育大臣会合特設サイトを県ホームページ内に開設

10月27日 石川県・富山県知事懇談会（両県知事及び両市長が大臣会合について意見交換）
11月7日 富山県警察本部、「Ｇ７広島サミット等警備対策室」を設置（32名体制）
11月11日 文部科学省、「Ｇ７富山・金沢教育大臣会合準備室」を設置（26名体制、うち常駐9名）
11月28日 在京大使館等職員向け事前説明会（オンライン）
11月29日 富山市、第１回Ｇ７富山・金沢教育大臣会合庁内推進会議
12月1日 Ｇ７教育大臣会合富山県委員会 設立総会、協賛金の募集開始（県ホームページに掲載）
12月28日 永岡桂子文部科学大臣　来県・視察（石川県には12月27日）

内容
2023年 2月1日 県庁・市役所・県警本部にカウントダウンボード設置（100日前）

2月4日 富山県・富山市、こどもサミット事前学習会
2月8日～9日 文部科学省（および委託業者）、現地視察（石川県は8日）

知事・市長合同記者会見にて公式ロゴマーク・富山県版ポスターを発表（石川県も同日）
富山県Ｇ７教育大臣会合チアアップ事業を発表

2月20日 第１回「食の魅力発信」検討会議
在京大使館等職員による現地視察（石川県は21～22日）
（Ｇ７ 富山・金沢教育大臣会合に参加予定の各国大使館等職員12 名が参加）

2月24日 学生ボランティア（通訳補助・案内）募集開始
3月16日 Ｇ７教育大臣会合富山県委員会　第２回総会
3月19日 富山県・富山市・石川県・金沢市、富山・金沢こどもサミット（公式サイドイベント）
3月28日 Ｇ７教育大臣会合危機管理関係機関連絡会議
3月30日 第２回「食の魅力発信」検討会議
3月31日 Ｇ７ラッピング路面電車お披露目会
4月1日 Ｇ７ラッピング路面電車運行開始
4月3日 富山市、第２回Ｇ７富山・金沢教育大臣会合庁内推進会議
4月6日 富山県・立山町緊急事態対処訓練
4月7日 富山県、危機管理連絡会議
4月10日 バナーフラッグ掲出開始
4月12日 第３回「食の魅力発信」検討会議（試食含む）
4月17日 富山県、Ｇ７教育大臣会合対策会議
4月20日 在京海外メディアプレスツアー（石川県内は4月21日）
4月23日 学生ボランティア（通訳補助・案内）研修会
4月25日 富山県・富山市Ｇ７教育大臣会合従事スタッフ合同説明会
4月26日 文部科学省、富山県・富山市記者会 取材メディア説明会
4月27日 文部科学省（警備・輸送） 現地視察
5月10日 富山県・富山市職員による庁舎周辺地区の一斉清掃美化活動
5月11日 富山駅南北自由通路に花卉による歓迎装飾（花のおもてなし）設置
5月11日～14日 富山空港・富山駅・国際会議場にインフォメーションブース（総合案内所）設置
5月12日～15日 Ｇ７富山・金沢教育大臣会合（富山県内12日～13日、石川県内14日～15日）
5月19日～21日 Ｇ７広島サミット（広島県広島市）
6月3日 富山県、Ｇ７教育大臣会合特別番組をテレビ放映。県公式ホームページにて記録動画公開

Ｇ７富山・金沢教育大臣会合パネル展
（ファボーレ3日～4日、富山市ガラス美術館6日～25日、高志の国文学館7日～18日）

6月27日 Ｇ７教育大臣会合富山県委員会　第３回総会

6月3日～25日

日付

日付

10月11日

10月25日

2月21日

2月14日
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資料編 
Ｇ７教育大臣会合富山県委員会会則

（名称）
第１条 本会は、Ｇ７教育大臣会合富山県委員会（以

下「委員会」という。）と称する。

（目的）
第２条 委員会は、令和５年５月に富山県富山市お

よび石川県金沢市で開催されるＧ７富山・
金沢教育大臣会合（以下「大臣会合」という。）
が円滑に開催できるよう協力するとともに、
富山県内において効果的な関連事業等を実
施し、先進的な教育施策や本県が誇る魅力
を国内外に広くアピールすることを目的と
する。

（事業）
第３条 委員会は、前条の目的を達成するため次に

掲げる事業を行う。
（１）大臣会合に対する支援、協力及び受入れに向

けた準備に関すること。
（２）文部科学省や石川県、関係団体との連絡調整

等に関すること。
（３）大臣会合に関連した広報・啓発等に関するこ

と。
（４）大臣会合関連事業の企画及び実施に関する

こと。
（５）その他目的を達成するために必要な事業に

関すること。

（組織）
第４条 委員会は、会長、副会長、委員、監事並びに

顧問（以下「役員等」という。）で構成する。
２ 会長は、必要があると認めるときは、委員会

に新たな委員及び顧問を参加させることが
できる。

（構成）
第５条 会長は、富山県知事をもって充てる。

２ 副会長は、富山市長をもって充てる。
３ 委員は、別表に掲げる職にある者とする。
４ 監事は、富山県会計管理者及び富山市会計

管理者をもって充てる。
５ 顧問は、別表に掲げる者とする。

（役員等の職務）
第６条 会長は、委員会を代表し、会務を総括する。

２ 副会長は、会長を補佐し、会長が不在のとき
は、その職務を代理する。

３ 委員は、この会則に従い議事を審議する。
４ 監事は、委員会の会計を監査する。
５ 顧問は、大臣会合開催への協力及び関連事

業の推進に関し助言を行う。

（任期）
第７条 役員等の任期は、第 条の規定より委員会

が解散するまでとする。
２ 会長は、役員等に特別な事情が生じたとき

は、その職を解くことができる。

（報酬及び旅費）
第８条 役員等への報酬及び旅費は支給しないもの

とする。ただし、会長が必要と認めた場合に
は支給することができる。

２ 前項ただし書の規定により旅費を支給する
場合には、富山県職員の例に準じて支給す
ることとする。

（総会）
第９条 総会は、会長が招集する。

２ 総会の議事の進行は、会長又はあらかじめ
会長が指名する者が行う。

３ 総会は、次に掲げる事項を審議し、議決する。
（１）会則に関すること。
（２）事業計画及び事業報告に関すること。
（３）予算及び決算に関すること。
（４）その他、委員会の事業に関すること。
４ 総会は、委員の過半数の出席がなければ開

会し、議決することはできない。
５ やむを得ない理由により総会に出席できな

い委員は、代理人を出席させることができ
る。

６ 総会の議事は、出席委員の過半数で決し、可
否同数のときは、会長の決するところによ
る。

７ 会長は、必要があると認めるときは、委員以
外の者に総会への出席を求めることができ
る。

（専決処分）
第 条 会長は、緊急を要する場合で総会を招集す

る時間がないと認められるときは、その議
決すべき事項について専決処分すること
ができる。

２ 会長は、前項の規定により専決処分したと
きは、これを次の総会において報告し、そ
の承認を求めなければならない。

（事務局）
第 条 委員会の事務を処理するため、富山県経営

管理部行政経営室に事務局を置く。
２ 事務局の組織及び運営に関して必要な事

項は、会長が別に定める。

（会計）
第 条 委員会の経費は、負担金及びその他の収入

をもって充てる。

（解散）
第 条 委員会は、事業の目的を達成したとき、総

会の議決を経て解散する。
２ 委員会が解散するときに有する残余財産

は、総会の議決を経て処分する。

（補則）
第 条 この会則に定めるもののほか、委員会の運

営に関し必要な事項は、会長が別に定める。

附 則
１ この会則は令和４年１２月１日から施行

する。

                           資料編 
Ｇ７教育大臣会合富山県委員会 名簿 
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㈱双日総合研究所チーフエコノミスト 吉崎 達彦

元警察庁刑事局⾧ 舟本  馨

富山県知事 新田 八朗

富山市⾧ 藤井 裕久
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富山県特別支援学校⾧会 会⾧ 米原 孝志

富山県私立中学高等学校協会 会⾧ 須田 英克
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大学コンソーシアム富山 会⾧ 齋藤  滋

（公社）富山県教育会 代表理事・会⾧ 金岡 克己

北陸経済連合会 会⾧ 金井     豊

富山県商工会議所連合会 会⾧ 庵  栄伸

富山商工会議所 会頭 庵  栄伸

（一社）富山県経営者協会 会⾧ 山下 清胤

富山経済同友会 代表幹事 麦野 英順

富山県中小企業団体中央会 会⾧ 高田 順一

富山県商工会連合会 会⾧ 宮本 光明
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（公社）とやま観光推進機構 代表理事・会⾧ 髙木 繁雄

（公財）富山コンベンションビューロー 会⾧ 庵  栄伸

富山県ホテル・旅館生活衛生同業組合 理事⾧ 坂井    彦就

（一社）富山県芸術文化協会 会⾧ 伊東  眞

日本貿易振興機構富山貿易情報センター 所⾧ 村上  久

株式会社日本政策投資銀行 富山事務所⾧ 山本  覚

全日本空輸株式会社富山支店 支店⾧ 宮本 一成

立山黒部貫光株式会社 代表取締役社⾧ 見角     要

関西電力株式会社 北陸支社⾧ 須谷 浩史

富山空港ターミナルビル株式会社 代表取締役社⾧ 蔵堀 祐一

西日本旅客鉄道株式会社 理事 金沢支社⾧ 漆原     健

富山地方鉄道株式会社 代表取締役社⾧ 辻川  徹

富山県会計管理者  堀口  正

富山市会計管理者 高畠 利明
42団体・個人（39名）
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資料編 
Ｇ７教育大臣会合富山県委員会会則

（名称）
第１条 本会は、Ｇ７教育大臣会合富山県委員会（以

下「委員会」という。）と称する。

（目的）
第２条 委員会は、令和５年５月に富山県富山市お

よび石川県金沢市で開催されるＧ７富山・
金沢教育大臣会合（以下「大臣会合」という。）
が円滑に開催できるよう協力するとともに、
富山県内において効果的な関連事業等を実
施し、先進的な教育施策や本県が誇る魅力
を国内外に広くアピールすることを目的と
する。
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（２）文部科学省や石川県、関係団体との連絡調整
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（３）大臣会合に関連した広報・啓発等に関するこ

と。
（４）大臣会合関連事業の企画及び実施に関する

こと。
（５）その他目的を達成するために必要な事業に

関すること。

（組織）
第４条 委員会は、会長、副会長、委員、監事並びに

顧問（以下「役員等」という。）で構成する。
２ 会長は、必要があると認めるときは、委員会

に新たな委員及び顧問を参加させることが
できる。

（構成）
第５条 会長は、富山県知事をもって充てる。

２ 副会長は、富山市長をもって充てる。
３ 委員は、別表に掲げる職にある者とする。
４ 監事は、富山県会計管理者及び富山市会計

管理者をもって充てる。
５ 顧問は、別表に掲げる者とする。

（役員等の職務）
第６条 会長は、委員会を代表し、会務を総括する。

２ 副会長は、会長を補佐し、会長が不在のとき
は、その職務を代理する。

３ 委員は、この会則に従い議事を審議する。
４ 監事は、委員会の会計を監査する。
５ 顧問は、大臣会合開催への協力及び関連事

業の推進に関し助言を行う。

（任期）
第７条 役員等の任期は、第 条の規定より委員会

が解散するまでとする。
２ 会長は、役員等に特別な事情が生じたとき

は、その職を解くことができる。

（報酬及び旅費）
第８条 役員等への報酬及び旅費は支給しないもの

とする。ただし、会長が必要と認めた場合に
は支給することができる。

２ 前項ただし書の規定により旅費を支給する
場合には、富山県職員の例に準じて支給す
ることとする。

（総会）
第９条 総会は、会長が招集する。

２ 総会の議事の進行は、会長又はあらかじめ
会長が指名する者が行う。

３ 総会は、次に掲げる事項を審議し、議決する。
（１）会則に関すること。
（２）事業計画及び事業報告に関すること。
（３）予算及び決算に関すること。
（４）その他、委員会の事業に関すること。
４ 総会は、委員の過半数の出席がなければ開

会し、議決することはできない。
５ やむを得ない理由により総会に出席できな

い委員は、代理人を出席させることができ
る。

６ 総会の議事は、出席委員の過半数で決し、可
否同数のときは、会長の決するところによ
る。

７ 会長は、必要があると認めるときは、委員以
外の者に総会への出席を求めることができ
る。

（専決処分）
第 条 会長は、緊急を要する場合で総会を招集す

る時間がないと認められるときは、その議
決すべき事項について専決処分すること
ができる。

２ 会長は、前項の規定により専決処分したと
きは、これを次の総会において報告し、そ
の承認を求めなければならない。

（事務局）
第 条 委員会の事務を処理するため、富山県経営

管理部行政経営室に事務局を置く。
２ 事務局の組織及び運営に関して必要な事

項は、会長が別に定める。

（会計）
第 条 委員会の経費は、負担金及びその他の収入

をもって充てる。

（解散）
第 条 委員会は、事業の目的を達成したとき、総

会の議決を経て解散する。
２ 委員会が解散するときに有する残余財産

は、総会の議決を経て処分する。

（補則）
第 条 この会則に定めるもののほか、委員会の運

営に関し必要な事項は、会長が別に定める。

附 則
１ この会則は令和４年１２月１日から施行

する。
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                           資料編 
協賛金の募集 

 
 Ｇ７教育大臣会合富山県委員会では、本体会合支援、機運醸成・おもてなし、富山のブランド発信、「未来へつなげる」の４つの柱に基
づき幅広い取組みを展開していくにあたり、令和４年 12月１日から令和５年４月 30日までの間、当委員会の事業趣旨に賛同する企業・
団体からの協賛金（一口３万円）を募集したところ、72企業・団体から 297万円の協賛をいただきました。 
 
１ 募集内容 
  Ｇ７教育大臣会合富山県委員会が行う本体会合支援事業、機運醸成・おもてなし事業等の趣旨に賛同する企業・団体から協賛金を募 

り、事業の実施に必要な経費に充てるために募集しました。 
２ 募集期間  令和 4年 12 月 1日から令和 5年 4月 30日まで 
３ 協賛特典 
① 県公式ホームページでの協賛企業名の掲載 
② 本委員会が作成する印刷物等での協賛企業名の掲載 
③ 会場等での協賛企業名の紹介 

４ 申込方法 専用フォームにて申し込み ※富山県電子申請サービスを活用 
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G7教育大臣会合富山県委員会　事業報告書
2023年6月

発　　行 G7教育大臣会合富山県委員会
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